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週報
御殿場ロータリークラブ ●例　会　場／東山荘講堂

●開 会 点 鐘／12：30　●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／四つのテスト
●内　　　容／職業奉仕月間に因んで
　　　　　　　パストガバナー　積　惟貞様

●会員誕生日／１月９日　石川又英君
●夫人誕生日／１月11日　山内強嗣君　ご夫人　香世子様
　　　　　　１月12日　芹澤正明君　ご夫人　賀寿子様
●皆　出　席／12月25日　勝又　誠君（ロータリー歴19年）

　先週のクリスマス家族会に
は多くの皆様に参加いただき、
ありがとうございました。親睦活動委員会の皆様
の活躍により大いに盛り上がり、ロータリー家族
の皆様と共に楽しく有意義な時間を過ごすことが
出来ました。本日の例会は、令和元年最後の例会
となります。
　13日には、ＹＭＣＡ東山荘感謝祭に斎藤幹事と
共に参加させていただきました。東山荘に関係す
る名士の方々100名以上の方が出席されました。
なんと驚いたことに、アトラクションで「オペラ
『椿姫』のスーパーハイライト～真実の愛」とい
うミニオペラが上演されました。御殿場でオペラ
が観劇できるとは思いませんでした。大変盛況な
感謝祭でありました。
『人生は一本の線ではない。一日という点が連

続して、一本の線になる。』これは、日本屈指の
樹木医、塚本こなみ様の座右の銘です。彼女曰く、
「樹齢1000年という大木の前に立つと、ただただ
圧倒されるわけですよね。その命を次の世代に渡
さなきゃいけないという役割があって、考えると
気が遠くなります。自分の小ささ、力のなさをす
ごく痛感するんです。だから、その大木に「教え
て下さい」って気持ちで、今日できることを精一
杯やろうと思うんです。大変な重荷なんですけど、

この大木に教えてもらいながら、精一杯治療させ
てもらう。また今日も一日よろしくお願いします
ねって気持ちで大木と向き合うと、不思議に、本
当にすごく気持ちが楽になり、心が落ち着いて穏
やかになってくるんですよね。」と。
　人間の寿命を遥かに超える樹齢1000年の大木は、
年輪を重ねて気の遠くなるような年月を過ごし、
一日一日を重ねて今に至っています。だからこそ、
今日という日、一日一日を精一杯生きる事が大事
だと無言で語っています。「毎日を大切に生きるこ
と」、そうすればいつか振り返ったときに人生とい
う線ができています。今日、自分に与えられた役
割を行い、それを毎日積み重ねていく。毎年、
春・夏・秋・冬が訪れます。台風の日もあれば、
穏やかな日もあります。そんな一日のその瞬間瞬
間を精一杯生きる、その積み重ねが人生だと教え
てくれています。あと何年生きられるか分からな
い私にとって、その一瞬一瞬が貴重な輝く時間と
なります。
　気が遠くなるような年月を生き抜い
てきた樹齢1000年の大木から、大切
なことを教えられました。皆様は「今
日、どんな一日を創りますか？」

勝 又 博 文

会 長 挨 拶

会長挨拶用
ＱＲコード
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クリスマス会、大勢のご参加ありがとうござい
ました。勝又会長、斎藤幹事
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７月に望月前会長よりバトンを引き継いでから、理事・役員をはじめ、会員の皆様のご
指導・ご協力をいただき、何とかロータリークラブ会長の重責を果たしてくることができ
ましたこと、まずもって皆様に心より御礼申し上げます。幸運にも、斎藤衛君、秋田敬君
という大変有能な幹事と会計に恵まれ、迅速・的確に会務を処理していただいております。
　私は、『ロータリーは世界をつなぐ』を念頭に置いて、今年度の御殿場ＲＣテーマ
『ロータリーライフを楽しもう』を掲げさせていただき、以下の３項目の具体的目標を掲
げました。
１．クラブ例会の内容のいっそうの充実
２．クラブ戦略計画の作成
３．会員増強に努める
　24回の例会を終えることができました。全体的にみて、今年度の御殿場ＲＣテーマに
向かってクラブの運営は規律をもってなされ、各委員会も緊張感をもってそれぞれの役割
を果たしてくれている思います。
　また、直面した課題は、クラブ戦略計画作成でした。チームのリーダーを、根上眞一君
にお願いしたところ、快諾を頂き、クラブビジョン策定プロジェクトチームの結成にご尽
力いただきました。その手腕は見事なものでありました。次に、チャーターメンバーであ
る菅沼久君が、名誉会員として残っていただく承諾をいただくことができました。
　今年度の大きな課題は会員増強です。年明けには、会員数54名となります。この数字
は33年前の創立20年時以来最低の会員数となります。
　ロータリークラブをいっそう充実させるのは３つの鍵として、『例会卓話』『例会時の食
事』『会長挨拶』であります。
　『例会卓話』は、堀口廣司委員長のプログラム委員会が各方面より多彩な卓話者をお迎
えして、内容のある卓話になるよう頑張ってくれております。勝又厚委員長を中心に親睦
活動委員会の皆様には、前会長幹事慰労会並びに新会員歓迎会・観月会・先日のクリスマ
ス家族会の企画運営とクラブ会員の親睦のために活躍していただきました。『例会時の食
事』は中富商事の皆様が毎回工夫を凝らして準備していただいております。
　最後の一つの『会長挨拶』、これは私が唯一工夫できることあり、訪問者にそのクラブ
を特に強く印象付けるものであります。できるだけ身近で旬な話題を取り上げ、内容があ
り、何かの折に役立つ情報をクラブ会員の皆様に持ち帰ってもらいたいと考え作成してお
ります。
　この様に、『例会卓話』と『例会時の食事』と『会長挨拶』、ブラッシュアップでクラブ

上半期を顧みて

勝 又 博 文

会　長

全体がさらに質的向上ができると思っております。
　大胡田明寿委員長の出席委員会も、毎回１時間も前から来場くださり、笑顔で丁重な対
応をしていただいて好印象を得ております。
　12月５日のクラブ年次総会で、次年度の理事の方々も選出承認されました。クラブ会
員の皆様のご支援・ご協力をいただきながら、ロータリーライフを楽しんでいただけるよ
う、運営を心掛けて参ります。どうか下半期も、引き続きご指導・ご協力をよろしくお願
い申し上げます。
　クラブ会員の皆さんにとって、良い新年を迎えることができますようご祈念申し上げま
す。

　上半期報告として、今年度の地区方針への対応状況を報告します。
・複数クラブ合同奉仕事業支援金：次年度の課題とさせていただきました。
・地区で委員の派遣交通費を予算化：来年ロータリー財団地区委員会、副委員長望月啓行様
をお呼びします。ほかご要望あればご提案ください。
・米山梅吉記念館支援：従来の「賛助会員3,000円／年・人」に加えて、「創立50周年事
業寄付3,000円／年・人」も募ります。来年集金しますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
・ガバナー月信等の電子配信化とホームページ刷新：ガバナー月信やハイライトよねやま
などは電子配信となり、幹事報告にＱＲコードを掲載しています。他クラブからの週報
送付も紙ではなくなり、当クラブもホームページ掲載を連絡し、紙での送付は中止しま
した。地区ホームページに投稿しました。
　次に2019年規定審議会での変更への対応について報告します。
・クラブの定款細則文言の現代化：全クラブでの採用が義務づけられているので、次年度
までに対応します。
・メークアップを年度内に行う事：会員の意見では従来の前後２週間にする意見が多く、
細則に盛り込む事を検討させていただきます。
・役員選挙の年次会合での財務報告：従来通り、年度初めと１月に会計報告を行うことと
させていただきました。
　そのほか、次年度ガバナー公式訪問の日程調整を11月に行いました。来年11月に変更
の希望を出しました。
　残り半年よろしくお願いします。

斎 藤 　 衛

幹　事
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井上　　元

勝又　博文
斎藤　　衛
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55名 50名 46名 92％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（４名）

12/19の出席報告

12/5のメーキャップ

神谷高義君・勝又安彦君
豊山　篤君・豊山徹也君

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までに
　ご連絡下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

司　会
鈴木善明君

会員誕生日
秋田　敬君　望月　茂君　斎藤　衛君　梶原一正君　井上　元君

ソングリーダー
大胡田明寿君

出席報告
長田　崇君

古　希
望月　茂君

11月18日

11月22日

11月22日

12月６日

12月16日

大 阪 Ｅ ク ラ ブ

長 泉 Ｒ Ｃ

裾 野 Ｒ Ｃ

せせらぎ三島ＲＣ

大 阪 Ｅ ク ラ ブ

渡辺修司君

内海宣彦君

山内強嗣君

長田富夫君

豊山　篤君

　勝又会長方針「ロータリーライフを楽しもう」の具現化の一つ「楽しい例会」づくりには、会
員の皆様のご協力はもちろん、クラブ奉仕各委員の例会に臨む真摯な委員会活動のおかげである
と深く感謝いたします。
　前任者からの宿題の「私語が多いとの指摘」も当初は不安材料でしたが、会を重ねるにつれ目
立たなくなり、小言幸兵衛的な厳しい所見を言わなくて済んでほっとしています。
　企業訪問等の外部例会場に於いて、特に訪問企業先へ失礼の無いようにしたいとの希望にも、
皆様のご協力により無事応えることが出来ました。重ねて感謝いたします。
　ただ最近の例会に於いて、食事時間を十分に取れない時間配分のためか、会長挨拶、幹事報告
等の重要な連絡事項などを食事中に聞くことになり、緊張感を維持できなく聞き逃してしまうこ
とが多い様に思われます。後半の課題の一つになるかもしれません。
　１月９日から始まる後半の25回にわたる例会運営に、会員皆様のご支援ご協力を引き続きよろ
しくお願いします。
　それでは、良いお年をお迎えください。

小早川 豊 一

ＳＡＡ

上半期を顧みて

楽しい 会

0. .9 Vol. 5

は、は、はい例い例例会」づくりに例会」」づくりに」づくりにににしいい例例会」」づくりにい例例例会」」づくりに例 」」づ


